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展覧会
Exhibitions
聖杯　　中世の金工美術
ドイツ東部のプロテスタント教会所蔵作品による
Kelche
Goldschmiedekunst　des　Mitte且alters
aus　evangelischen　Kirchen　Ostdeutschlands
会期：2004年6月29．　11－8Jj1511
iこ催：1畳｛位西洋美i411Z館ザクセン・プロテスタント教会ザクセン・プロテスタント教会文化財団
（財）西洋）3術払ミ歩廷財畠卜j’1
人場者数：37．329人
Duration：29　June－15August，2004
Sachsen／Dle　Klrchliche　Stiftung　Kunst－und　Kulturgut　in　der　Klrchlichenprovlnz　Sachsen／The　　　　　　　　　　　鷲ご之黛頴伽諏等1三蟹1－．，　rご謂愈㌃『J
Western　Art　Foundati（）11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，．，　．　．。　”，　　．
Number（》f　Visitors二37，329
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’；’一ζ略・苓搬轟、、∫・：轟琉・塾1∵蓬曇醸
1990年のドイッ統・を機として、田西ドイツの）こ術史家たちは東部ド　　　　しかも基本的形体の変化が乏しく、作品の個別的な特色は細部装
イツの教会に残された）隻術作：11t1副1査を開始したが、本展はその成　　　　飾の図像や造形に現われている、という点である，そのため展示に
果を、展覧会という形でil本でも紹介しようという意図のもとに開催さ　　　　あたっては、単に作品を併置するだけでは観客に単調な印象を’j・え
れた、共催者は通常の展覧会のように美術館ではなくキリスト教会　　　てしまうことが予想されたそこで本展では、各セクションのiこ題説
で、出品作品はいずれも、この教会地域に属する諸教会区に保存さ　　　明に加え、図像構成上の、あるいは造形上の特色について作品ごと
れている金1二美術品であ・）た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に注意を促すため、細部拡大写真を含む図版に比較1白長文のテキ
　ザクセン教会地域では、盛期中田二にドイツの代表的な聖堂が相次　　　　ストを併記した、非常に多くの解説パネルが用意された，
いで建築され、また、その聖堂建築を荘厳するための金ll美術が発　　　　　こうした「文字量の多い」展示に対する来館者の反応は、　一来
展した　さらに16世紀に至るとルター派による宗教改吊1の中心地帯　　　館者数が限られていたこともあって　　実験的な試みとして概ね好
となv・たが、それ以前に制作された中Ilt美術は、プロテスタント的な　　　　意的なものが多かったとは詫え、とまどいを示す声も少なくはなか・・
神学のもとに新たな教会によって受け継がれることとなった．共催昔　　　　たこれは主として、小」’の“ン1体物を周囲から余裕をもって鑑賞で
は、こうした歴史を背景とする教会の、美術品の継承と保イfに関す　　　　きるように、また展示の美的効果を妨げないように、解説バネルと展
る役割をアビーJレするために、2001年から2002年にかけてマクデブ　　　示ケースの距離を1’分に取・）たため、展示物と解説パネルの関連が
ルクとヴでッテンベルク、クヴェドリンブルクの聖堂を会場として金11　　　些か不明瞭になったせいである　・般的に言って、近｛トの展覧会訪
美術の巡1ロi展を開催したが、その出品作品は、新たな調査が行な　　　間者には、単に作品を鑑賞するだけではなく、作品に関するより多く
われるまで公表されていなかった多くのものを含んでいた、，国立西　　　の解説を求める傾向が見られるが、こうした要求に対してどのような
洋）ミ術館の展覧会は、巡回展に出品された106点の作晶のうち、聖　　　　形で応じるかについても、本展はひとつの反省点を提供したと、1え
杯を中心とした63点によって構成された，　　　　　　　　　　　　　　　　よう
　国、”：西洋〕庭術剣｛の展覧会は、しかし、日本の観客がキリスト教の　　　　展覧会の一i三題が単に）こ術史の領域に留まらず、作品の宗教的な
典礼）隻術にも、また西洋の中世金［美そ赫にもほとんど知識がないと　　　　背景や金に美術の特殊な技法も含んでいたために、本展の企画に
いうことを前提として、全く新たなコンセプトによって組み、kてll’tす必　　　　あたっては、）ご術史の分野だけではなく、国内外の金1英術家や、
要があ．、たドイツの巡回展は基本的に制作年代にしたがって構成　　　カトリック教会とルーテル派教会双方の神学者の協ノJを仰ぎ、1臼i雀
されていたが、本展ではこの構成を解体し、それぞれ（1）聖杯を中　　　　な記述を期しながら作業を進める必要があった　その際、カトリック
心とするlll世教会美利㍉二の意味と機能、（2）中llヒ金11；Z術の技法と造　　　　とプロテスタントの教会では基礎的な教会川語に相違が！Llられ、ま
形的な特質、（3）聖季／；の基本的な形体とその歴史的な変遷、（4）宗　　　た金1二技法に関する用語には、西洋とIMsでは金11そのものの概念
教的な機能を前提とした聖杯の図像構成の特色、（5）プロテスタント　　　の相違に由来する翻鱈が認められたこれらの問題点は、各ノ∫面
化された近lll教会による中1Llの典礼美術の継承、をi三題とするセク　　　　の協力者の方々の適切な助i　i’により、ひとつずつ解決をはかるほか
ションを設け、それぞれの一i三題に応じて出品作を分類し、展示を行　　　　はなかった
なった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本展は）t術館ではなく、教会を共催者とすることで特色ある展覧
　展・llに際して留意すべきことは、次の2点が考えられだまずひと　　　会となったが、教会との共lll焔梁に関してもいくつか反省点を挙げる
つには、各セクションのi三題に応じた作品鑑賞には、多くのr備知識　　　　ことができる1とりわけ、カタログ図版のほとんどがモノクロームになっ
が必要とされるという点一ふたつ目は、出品作ll”Tlがいずれも小寸で、　　　てしまったことと、出品作品の｝り〒蔵教会を具体的にsiミ，1己できなかった
ll
ことは、教会側の時間的・人的ll孟1」約や作品保安上の問題からやむ　　　　Upon　the　reunification　of　Gern）any．　itl　l990，　West　German　art　hist（｝rians
をえなかったとは，「え、惜しまれる点である。　　　　　　　　　　　　　began　su「veys　of　a「t　w（，「k　holdil19s　that「emained　in　East　Ge「man
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　churches．　This　exhibition　evolved　as　a　result　of　those　studies　and　was
なお・繊では4年にわたるヤlf…1欄剛1・全1：美術にさまざまな形　・。・d　w・・h・h。。・m。・・。、，、，du。・。、，・＿r，　w、，rk、　u、ua、1、ee。、，）
で関わる15、16［ll：紀の版1111iを購人することができた。これらの版IIII．i　　　churches　to　J三lpanese　audien（’et　il）the　form（）f　an　exhibiti〔m．　Unlike
は、tli　ii　1：の金llk術と近代的な〕庭術のジャンルに属する版llllDこ術と　　　　most　exhibitior）s　wt）ere　c’o－organize．　rs　are　other　museums，　in　this　case
の関連に注意を促すため、本展でも参考作品として展示されたが、　　　Ch「istian　chu「cl）es　we「e　exhibiti（｝n　co－o「9ailize「s’and　all　of　the
購に、1・・隔1脆焔館の版plliコレクシ・ンに興・㈱蝋を加え　：器1認淵ll脇黙1：ll：1：「k　items．　1）「eserved　in　the　va「i°us
ることになったと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Within　the　Chしlrch　pr（》villce　of　Saxony，　Gerlnall　churclles　that　are
　　また会期中0）7月23日には展覧会に附’随して、「グレゴリオ聖歌とド　　　　now　cα1side「ed　maj‘）「exan1Ples　c）f　Gc）thic　and　Ronianesque　art　were
イッ・コラーJレの連続1・klと題されたレクチャー・コンサートが、蜘1（　b”ilt°ne　afte「the°the「du「i”g．J　the　High　Medieval　p・・i・d・M・t・lw・rk
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　a貢SWere　developt・d　as　pilrt　Of　the　a（lornment　c）f　theSe　llew　chUrcheS．
芸術大学の瀧井敬子氏の企1由1によって行なわれた。このコンサート　　　　Then　the　province（｝f　Saxony　beca111（、　the　center　of　the　Lutherai1
は、i匙して1　li　・lll：教．会と近世プロテスタント教会の典礼1？楽の連続　　　　Reformation　m（）＞enlellt　in　the　l〔ithぐelltury，　and　the　medieval　arts　that
性と変容を｝三題として取りヒげたもので、展覧会のi三題にも適い、ま　　　　had　been　c「eated　P「io「t（》the　Refo「matioll　we「e　inhe「ited　and　used　by
た選　ll樋常のコンサートでは⊥収肚げられることの少ないものであ　the　Ile野chu「ches　based°n　the　Evang．　elical　d°（’t「il’e・Thρ・xhibiti・T〕…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　organ肛zer　chur〔’hes　are　the　lnodern－day　representatlves　of　vanous
ったため、好評をもって迎えられたことを付け加えておきたい。　　　　　　phases　in　th｛lt　hisk）rical　development，　With　the　aim　of　explaining　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川辺幹、と助）　　churches’role　as　preservers　and　inheritors　of　these　art　works，　these
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　churches　held　a　traveling　exhil）ition　of　metalwork　arts　il12001－2002，
［カタログ〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　using　as　their　venue　the　churches　of　Magdeburg，　Wittenberg，　and
責任編集：川辺幹之助、ベッティーナ・ザイデルヘルム　　　　　　　　　　　　　Quedlinburg・These　exhibitions　incklded　many　art　works　wllich　had　not
騨1：Hl辺幹之助　　　　　　　　　　　　　　been　p・bli・ly　di・pl・y・・l　p・i・r　t・the　new　pc・st－1990・rt・hi・t・・ical・・rv・y・・
エ。セイ鱒三、　　　　　　　　　　　　　The　exhibiti・・held・t　the　NMWA　incltided　63　w・rk・・M・i・ly・h・li・e・・
はじめにHI辺幹之助、べ．ソティーナ．ザイデルヘルム　　　　　　selec‘ed　f「°m　the　1°6　w・rk・th・t　we・e　di・play・d　in　th・e・hibi・i・）・i・
驚羅響の轍材一会とそ一ついてべGe職W…h・b・t…w・・h・ld　with・h－d・・s…d・・9・h・・J・pan・se
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　art　vlewers　had　almost　n（）kn（）wledge　ol　Olristiこm　iiturgical　arts，　or　of
i阻瞭細二と殿会lll踊…・Sr，についてヨノ’ン’ミヒャエル゜ブリ・ツ　　　w・・・…1m・diev・l　m。・。l　w。rks　i。9。ne，。1．・This　i、）。a。・・ha，、n　e、，i，ely
85°｛「1　1・聖杯iよこのように作られたエアハルト’ブレポール　　　　　new・・nc・pt，・ne　that　diff。，ed　f，。m　the。。11c。pt。f　the　e。hibiti。ns　li）eld
聖餐を理解するために　ライムント゜ブリユーム　　　　　　　　　　　　　　　　　in　German　churches　where　the　audier］ce　was　faniiliar　with　the　art　lorms，
ルターの宗教改ll～：にお1ナる聖餐と聖餐聖具：ilt　li｝：と比べて・なにが変わったか・　　　　was　necessa！y　for　the　T（）kyo　exhibition．　While　the　German　exhibitions
変わらなか’）たか　徳善義和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　had　displayed　the　art　works　essentially　ill　chrono］ogical　order，　for　the
ザクセン教会地域に保存されてきた典礼具の機能と意：味、その歴史　ベッティ　　　　NMWA　exhibition　the　wc）rks　were　orga田zed　theinatically，　rather　than
一 ナ・ザイデルヘルム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　chronologically，　and　arranged　in　five　theinatic　sections．　These　sections
中llUく期と近！1ir初期の金1二美術と銅版lttli川辺幹之助　　　　　　　　　　　　　were　1）the　meal）illEJ　ai）d　function　of　niedieval　liturgical　arts，　focug．　illg
制作：コギト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　on　the　chalice，2）the　special　characteristics　of　tedlIlique　and　form　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　medieval　nletalw（）rk　arts，3）the　basic　chalice　forms　and　changes　il）
作、lli，・1継・展，Jこ：田樋運　　　　　　　　　　　　　th・・e　f・rms・ve・time・　4）・p・・i・1・haract・・i・ti…f・h・li・e　d…rative
賜設営：棘スタデオ　　　　　　　　　　　　ic°n°9「aphy　ba・ed・・…eligi…functi・n・　and　5）th・i・he・it・nce・l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　medieval　liturgical　art　by　pre－modern　Evangelical　churches．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　followillg　tw（，　poillts　were　kept　in　mind　when　the　display　was
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　planned．　First，　a　large　amount　of　preparative　knc）wledge　was　Ilecessary
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　＊　＊　　　　　　f・・th。．i。w。，　t。　apP，eci、t。　the　a，t　w。rk，　i。　each　them。ti。　divisi（、n．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Second，　all　of　the　displayed　works　were　smaH　in　scale　and　their　basic
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　physicar　types　did　not　vary　greatly，　with　each　work　distinguished　by
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　specific　detailed　iconography　or　formative　e且ements．　Thus　it　was
Is
anti('ipated that simply grouping the works and displaying them would Erhard Brepohl, " How a Chalice was Made 850 Years Ago"
cr( ate a monotonous exhibition. As a result, each section was Reimund BIUhm, "Understanding the Christian Rite of Communion"
acuonipanied by a number of large-scale enlargements of object detailS Tokuzen Yoshikazu, "Communion and Communion lmplements iti the
and lengthy explanatory texts, resulting in an extremely large number of Lutheran Reformation: Rupture and Continuity from the Me(iievai
explanatory panels displayed along side the art works. Period"
  '1"h(} response to this type of "wordy" exhibition by museum visitors - TBoe8tlsnaprSeesgXeerdheiAMs,akTohnepgVi:hCetig?,n, Meaning, and History of Liturgical
albeit a small number of visitors was recorded for the exhibition -
                                                               Mikinosuke Tanabe, "The Goldsmith's Art and EngravLng from the I.ateinutuded quite a few who said it was a generally faVOr9ble eKPeri tia  Medieval through Early Modern Periods"
exhibition, while many expressed bewilderment. This bewilderment .w(is mainly based on the fact that the explanatory panels were placed at PrOdUCed by Cogito lnc.
a (･o"siderable distance from the display cases, tO allOW ViSitOrS tO See Transportation and installation: Nippon Express
the small three-dimensional forms inside the cases, and not to interfere                                                               Display: Tokyo Studiowith the display aesthetics, This meant that visitors were not always fully
aware of the relationship between specific panels and the art works. In
general, there has been a trend in recent years for exhibition visitors to
s(,ek more explanatory information about an art work, not simply view
tl)e art works themselves. This exhibition can be said to have provided
one possible response to this demand.
  The subject of the exhibition was not simply an art historical matter, it
also included both the religious background of the art works and the
sp( cial techniques used in metalwork arts. Hence the organizers sought
the cooperation of not only art historians, but also of metalwork artists
both in and out of Japan and theologians from both Catholic and
Evangelical Lutheran churches. Their assistance advanced the
development of the project and ensured correct label information.
I)uring the exhibition preparation process it became apparent that there
wer( differences in the basic church vocabulary of the Catholic and
Evangelical churches, and similarly, discrepancies caused by different
('oncepts of metal work in Japan and the west. These problems had to
I)e soived one by one with the help of the various people lending their
assistance to the planning process.
  This exhibition was also special in that its co-organizers were
chiLrches rather than oth(r museums and some issues regarding
working with churches can be suggested. The majority of the art object
photographs in the catalogue are in black and white. Color photographs
were not available bec:ause of time and staffing difficulties at the
Evai}gelical Churches, and the original owner churches are not
sp(,('ifically named because of owner privacy issues.
  Duritig the four-year planning period for this exhibition, the NMWA
t)tirchas( d a number of 15th and 16th century prints related in various
ways to metalwork. These prints were displayed in the exhibition as
r(if(ir{ince works, which encouraged visitors to consider the connections
b(itwcNen medieval meta] arts and print arts, especially engravings and
(itc-hings, that are considered a modern art genre, along with providing
an opportunity for the museum to add some fascinating and unusual
works to its print collec:tion.
   IL) ('onjunction with the exhibition, Keiko Takii of Tokyo National
Uriiv('rsity of Fine Arts and Music led a concert and lecture program
c,ntitl(i(1 L`The Relationship between Gregorian Chant and German
Chorak," on July 213rd at the museum. The works performed in the
('oti('(irt were chosen to highlight the connections and differences
b(,tw(･(in the medieval liturgical music and that of the pre-modern
I'rot(istant church. The program was favorably received, given that its
ap])rot)riateness to exhibition themes and the fact that the selected
works are rarely performed in ordinary concerts. (Mikinosuke Tanabe)
[('atalogue (Japanese-German bilingual edition)]
E(titcid 1)y Mikinosuke Tanabe, Bettina Seyderheim
ELssavs:
Mikinosuke Tanabe and Bettina Seyderheim, "Preface"
Bettina Seyderheim, "Medieval Art in the Evangelical Churches of
Saxony Province: Introduction to the Exhibition and its Themes"
Jol)ann Michael Fritz, "Introduction to the Arts of the Medieval
Goldsmith and Metal Works in the Exhibition"
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